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論  文  名 移動事象を表す語彙的複合動詞の語形成 
 本論文は、移動事象を表す日本語の「動詞＋動詞」型の語彙的複合動詞を対象として、その語形成
を、事象構造レベルと語彙的意味レベルの整合性という観点から統一的に解釈したものであり、全体
は 5部 12章から構成されている（第 5部は「結語」である）。 






 「第 2 部 移動事象を表す複合動詞の意味制約と生産性」は、前項動詞と後項動詞の結合上の意味




 「第 3部 移動事象を表す複合動詞における意味の問題」では、自他対応の問題（第 7章）、多義形




 「第 4 部 移動事象を表す複合動詞における拡張の問題」では、「所有権の移動」「地位・序列の移
動」「思考・感情の移入」といった抽象的移動を表わす複合動詞の語形成（第 10章）、「思い込む」と
「考え込む」といった思考動詞の語形成（第 11章）について論じているが、従来の「ES（Experience 
subject）型心理動詞」を、「思い込む」型と「考え込む」型とに下位区分している点が興味深い。 
 本論文は、移動事象を表わす語彙的複合動詞を対象とし、主要部の認定、移動事象のタイプによる
生産性の違い、自他の対応、多義性と類義性の形成、抽象的移動事象の在り方、といった広範な問題
を、基底となる事象構造レベルに前・後項動詞の語彙的意味が挿入されるという一貫したアプローチ
に基づいて統一的に説明したものである。従来の研究では扱えなかった問題をも発掘し、広い視野か
ら説得力のある解釈を施した点で、日本語学の語形成論に大きく寄与するものと高く評価される。 
 よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに充分な資格を有するものと認めら
れる。 
